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●挨拶・返事 ●言葉遣い ●身だしなみ ●笑顔 ●感謝 文責 大森 朗輝

準備期間から後片付けまで、終わってしまえばあっという間だった千高祭。あなたの心には何が残り
ましたか？ クラスの団結や協力、クラスメイトの意外な一面、上級生の頑張りなどを見て、１・２年
生は早くも来年はこうしようという目標もできたのではないでしょうか。もし、見えないところで千高
祭を支えてくれた人（生徒会役員やクラスのリーダー、担任の先生方や保護者など）に対して感謝の心
が生まれたならば千高祭は大成功です。

昨年、一昨年に引き続きWin Coach 代表の須磨様を
お招きして「ビジネスマナー」についてのお話を頂き
ました。「マナーとは心づかいを形にして表現するこ
と」であるということを様々な実例をもとに、ほどよ

い緊張感の中、インターンシップを控えた２年生９９人が受講いたしました。５・６時間目を使った２
時間でしたが、中身が濃いお話で、時間が短く感じられました。

「ニコ」「キビ」「ハキ」
行動は「ニコ」「キビ」「ハキ」で基本は「笑顔」簡単な事だ

とはいいませんが、皆さんにもやろうと思えばできることです。
インターンシップではできないことは求めませんが、できるこ
と（できるだろうと思われること）は求めます。自分はまだま
だだなと思った人は、まだ充分に時間がありますので、できる
限りのビジネスマナーを身につけてインターンシップを迎えま
しょう。
３年生にとっては懐かしく感じると思いますが、就職試験や受験を控えた立場として、今一度大切な

ビジネスマナーを思い出してみましょう。自分自身で成長の跡が感じられますか？１年生にとっては、
次は自分たちがインターンシップに行くのだという自覚をもって、２年生の姿を注視しましょう。

課題研究と
Ｎａ ｎ ａ ｉ ｒ ｏ様
とのコラボ商
品です。千高

祭のバサー出店の商品の一つとして販売してくださいました。当日はＢ
ＳＣ（ビジネススタディークラブ）の部員の協力もあり約１時間で100
個完売しました。秋のハロウィンに向けて、購入してくださった方から
のアンケートをもとに、地元産の食材を使うなどの改良をしていきたい
と考えているようです。Ｎａｎａｉｒｏ様の店頭での販売を目標に研究を続
けていきます。 他にも、今年の２月の「光と氷のオブジェ」というイ
ベントで「ＢＳＣ」×「Ｎａｎａｉｒｏ」様で共同開発した商品２アイテムも
それぞれ100個、時間内に完売いたしました。

…国際交流…
７月15日から５日間、韓国からの留学生が来ました。私自身、交際交流をするのが初めてで、韓国

語もあまり話すことができません。ですのでどのようにパートナーとコミュニケーションをとれば良
いか悩みました。実際に会ってみて感じたことは、留学生の英語能力の高さと、国際交流の楽しさで
す。留学生は皆、英語がとても上手です。私は何度も英語に助けられました。今回来た留学生は私に
とって初めての海外のお友達です。違う国の人とこんなにも長い時間一緒にいるということはないの
で、とても楽しく貴重な５日間になりました。
10月に韓国に行く時には、韓国語をもっと話せるようにして行きたいです。１年２組 Ｓ．Ａ

先月実施の検定試験の合格発表が次々に行われました。合格で安堵する人、
大喜びする人、名前が無くてがっかりする人など様々でした。
一生懸命やった結果なら何の問題もありませんが、充分に勉強して受験す

ることができていなかったならば大いに反省し、次回の合格につなげてく
ださい。
「おかげさまで合格することができました。」と教科担当の先生に報告し

てくれた生徒がおります。本人の努力の賜だとは思いますが、「おかげさま
で…」の部分が私たちにとっても嬉しく思うところです。
３年生はこの後、就職等の面接練習などで先生方にお世話になります。検

定試験に向けた頑張りをこれからは進路実現に向けましょう。先生たちも「お
かげさまで…」をたくさん聞くために、そして「最高の笑顔」を見るために
汗を流そうと思っています。


